
令和 6年度杉並区施策評価シートⅠ
（　　　）00062

施策 27 多様な文化・芸術の振興と多文化交流の推進

目標 08 文化を育み継承し、スポーツに親しむことのできるまち

施策担当課 文化・交流課 関係課 区民生活部管理課

施策目標 ○誰もが気軽に文化・芸術に親しめる環境が整い、多様な文化が育まれています。
○幅広い世代や異なる文化を持つ人々が積極的に交流することによって、お互いを尊重しあう、新たな価値観が
創出され、多くの区民が多文化共生社会への理解を深めています。
○平和都市宣言を行った自治体として、戦争の悲惨さと平和の尊さを区民と共有するとともに、次世代を担う子
どもたちの中に平和を希求する心が育まれています。

活動指標 成果指標

日本フィルハーモニー交響楽団との友好提携 過去1年間に1回以上、文化・芸術鑑賞をした指標名（１） 指標名（１）事業の実施回数 区民の割合（オンライン配信含む）
区民意向調査による【区民②】算式・指標説明算式・指標説明

文化芸術活動助成金事業件数 国際・国内交流事業参加者数指標名（２）指標名（２）

【区民②】算式・指標説明算式・指標説明

国際・国内交流事業数 指標名（３）指標名（３）

算式・指標説明算式・指標説明

指標名（４）指標名（４）

算式・指標説明算式・指標説明

指標名（５）

算式・指標説明

指標名（６）

算式・指標説明

令和 4年度 令和 5年度令和 3年度
区分 単位 目標年度目標値計画実績 実績計画 実績（目標値）

回活動指標（１） 1 35 39 38 38 37
活

件活動指標（２） 2 76 50 50 25 23動
指 回活動指標（３） 3 34 35 79 95 117
標

4活動指標（４）

％5成果指標（１） 67.6 70.0 78.1 71.0 81.1 80.0％ 令和12年度

人6成果指標（２） 6,000人1,861 4,000 2,449 4,500 4,992 令和12年度
成

7成果指標（３）果
指 8成果指標（４）
標
成果指標（５） 9

10成果指標（６）

特記事項事業費 11 千円 1,301,7141,356,3141,330,4661,367,6041,340,245

施 人件費 12 千円 129,334 139,846 150,212 127,005 121,715

策 総事業費 13 千円 1,431,0481,496,1601,480,6781,494,6091,461,960
(11+12)

コ
国・都からの補助金等 14 千円 16,309 12,000 34,045 0 0

ス
総事業費伸び率 15 ％ 3.5 △0.1 △1.3ト （計画、実績の対前年度比）

人件費比率 16 ％ 9.0 9.3 10.1 8.5 8.3
（12÷13）

IP27PAD0



　文化・芸術分野では、文化芸術活動助成事業や日本フィル友好提携事業等を通じて文化・芸術鑑賞
の機会を創出したことで区民の鑑賞割合が増加しました。一方で、区民が文化・芸術を発表する場を
求める声があるため区民ギャラリーやスギナミ・ウェブ・ミュージアムの活用等の検討が必要です。
　交流分野は、平時から交流自治体と文化・スポーツ等を通じた交流をすることが、有事の際の的確
な連携にもつながると分析しています。また、外国人人口が年々増加している状況を踏まえ、多文化

課題・分析 共生専門部門を設置し、外国人支援事業等を通して、誰もがいきいきと暮らし地域社会が活性化でき
るよう取り組むことが求められています。
　平和分野では、戦後80年近くが経過し、戦争体験者が減少する中、どのように戦争体験や被爆の体
験を語り継いでいくかが課題となっています。併せて、次世代の平和を希求する心を育む取り組みも
進めていく必要があります。

　文化・芸術の振興では、区立小中学校への出張音楽教室等の日本フィルハーモニー交響楽団との友
好提携事業を計37回実施し、9,467人が参加しました。また、区民・区内団体が行う音楽や演劇公演
等23件を支援し、区民の文化活動を支援するとともに、気軽に文化・芸術に親しむ機会を創出しまし
た。
　国内外交流では、交流自治体の観光物産展を43回、写真展を9回実施したほか、4年ぶりに東京高円
寺阿波おどり台湾公演を開催するなど計画を上回る事業を実施し、事業参加者数は4,992人(令和4年
度比2,543人増)となりました。また。外国人支援では、杉並区交流会等と連携し、外国人等の児童・
生徒を対象とした「子ども日本語教室」(小学生28人・中学生16人)や外国人相談(548件)等の事業を施策の成果
実施し、事業参加者数は1,030人(令和4年度比265人増)となりました。
　平和事業の推進では、平和のつどいにおいて、被爆を題材にした漫画「あの日、ヒロシマで」のイ
ラストや写真資料の展示などに取り組み、約1,800人の参加者がありました。また、ポスターコンク
ールには28校・676人が応募したほか、広島平和学習中学生派遣事業は参加者29名が広島での記念式
典の参加や各種の学習活動を行い、平和への想いを強くすることにつなげました。

今後の施策の方向性 拡充
改

　文化・芸術の振興については、区民がより身近に文化・芸術に親しめるよう、日本フィルとの友好善
提携事業をはじめ、杉並芸術会館及びPFI杉並公会堂での公演の実施、文化芸術活動の支援等に取り・
組んでいきます。見
　国内外交流については、交流自治体等と連携・協力して、住民同士が交流できる事業を展開し、顔直
の見える関係を構築していきます。また、多文化共生については、杉並区多文化共生基本方針に基づし
き、在住外国人支援事業や多文化キッズサロン事業を推進し、多文化共生社会の実現に向けた取組をの 進めます。今後の進め方方 　平和事業の推進については、平和のつどい、平和のためポスターコンクールなどの既定事業に引き向 続き取り組むとともに、４年に一度、広島・長崎で交互開催される平和首長会議総会が、令和7年度
は長崎で予定されていることから、平和学習中学生派遣事業の派遣先は長崎とする予定です。中
　また、来年は戦後80年を迎えることから、広島市と共催でヒロシマ原爆平和展を催すこととし、広長
島市から特別に資料を借り受け展示するほか、広島在住の被爆者の講演会をするなど、節目の年にふ期 さわしい事業を検討します。このほか、被爆者の高齢化により語り継ぎが難しくなっているため、今
年度から撮影に入っている被爆者証言記録映像を完成させ、記念事業などに合わせて公開します。
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令和 6年度 杉並区施策評価シートⅡ（施策を構成する事務事業）
（　　　）0006227】【施策名称 多様な文化・芸術の振興と多文化交流の推進【施策 】 ※金額の単位は千円

実整 主行
理 令和 5年度 施策から見た要計事務事業名称 総事業費人件費

画 事番 事業費 事業の方向性
事 業号
業

21,891その他すぎなみフェスタ 9,000 12,8911058

○ 25,386現状維持平和事業の推進 ○ 7,054 18,3322062

2,875その他お試し移住支援 ○ 364 2,5113065

7,543その他地方創生の推進 ○ 1,181 6,3624066

○ 83,187現状維持文化・芸術の振興 ○ 51,592 31,5955068

○ 42,544推進（拡充）国際・国内交流の推進 ○ 20,396 22,1486069

○ 53,789現状維持杉並区交流協会助成 49,603 4,1867070

368,506現状維持杉並芸術会館の維持管理 ○ 349,16919,3378073

856,239現状維持杉並公会堂（ＰＦＩ事業） ○ 851,886 4,3539075

10

11
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31

32

33

34

35

1,340,245121,7151,461,960合計

すぎなみフェスタは、令和５年度に地域課へ事務を移管しました。
令和６年度に国際・国内交流の推進は、お試し移住支援及び地方創生の推進事業を統合し、多文化共

施策を構成する 生事業を加えて、多文化共生・国内外交流の推進に名称を変更しました。

事務事業に関する特記事項

IP27PAD3



令和 6年度杉並区施策評価シートⅠ
（　　　）00063

施策 28 次世代への歴史・文化の継承

目標 08 文化を育み継承し、スポーツに親しむことのできるまち

施策担当課 生涯学習推進課 関係課 総務課　文化・交流課　中央図書館

施策目標 ○伝統的な歴史や文化が継承され、区民が地域に対する魅力に誇りを持ち、郷土愛が一層育まれています。
○区民の愛郷心が醸成されるとともに、文化都市としてのイメージが根付き、区内外に定着しています。

活動指標 成果指標

杉並区文化財指定登録総件数 歴史や文化などが、まちに根付いていると思指標名（１） 指標名（１） う区民の割合
杉並区文化財を指定登録した件数 区民意向調査による【区民②】算式・指標説明算式・指標説明

企画展・講座・教室等事業実施回数 郷土博物館の観覧者数指標名（２）指標名（２）

郷土博物館の来館者数及び出前型事業の来場者数【行政算式・指標説明算式・指標説明 】

指標名（３）指標名（３）

算式・指標説明算式・指標説明

指標名（４）指標名（４）

算式・指標説明算式・指標説明

指標名（５）

算式・指標説明

指標名（６）

算式・指標説明

令和 4年度 令和 5年度令和 3年度
区分 単位 目標年度目標値計画実績 実績計画 実績（目標値）

件活動指標（１） 1 150 151 151 152 152
活

回活動指標（２） 2 26 50 40 40 35動
指 活動指標（３） 3
標

4活動指標（４）

％5成果指標（１） 5.1 5.0 4.2 6.0 4.5 15.0％ 令和12年度

人6成果指標（２） 38,000人27,744 30,000 30,915 31,000 31,007 令和12年度
成

7成果指標（３）果
指 8成果指標（４）
標
成果指標（５） 9

10成果指標（６）

特記事項事業費 11 千円 21,362 30,974 29,622 109,382 104,640
文化財案内表示板及び
文化財標柱の建替えを施 人件費 12 千円 100,752 101,801 100,008 105,078 114,965
実施したため、事業費
が増額しました。策 総事業費 13 千円 122,114 132,775 129,630 214,460 219,605

(11+12)
コ

国・都からの補助金等 14 千円 2,550 2,700 814 2,700 860
ス
総事業費伸び率 15 ％ 6.2 61.5 69.4ト （計画、実績の対前年度比）

人件費比率 16 ％ 82.5 76.7 77.1 49.0 52.4
（12÷13）

IP27PAD0



　郷土博物館の収蔵庫及び発掘調査で出土した遺物の保管場所は、いずれも飽和状態となっている中
、区指定・登録文化財所有者の世代交代により管理できなくなった資料の寄贈・寄託等によって資料
数は年々増加しています。歴史資料や文化遺産を次世代に確実に継承していくためには、収蔵スペー
スの確保が喫緊の課題となっています。
　また、区内の文化財を適切に保存・活用していくため、文化財保護ボランティアの活動の拡充とと

課題・分析 もに、文化財の活用の一環として、デジタルアーカイブ化による広範な情報発信が求められます。た
だし、紙媒体資料の公開に際しては、著作権者の許諾等の必要な対応が課題となっています。

　区民が歴史・文化に親しむ機会として、郷土博物館本館では、杉並の地域に根差した題材でありな
がらも区の内外にアピールできる魅力ある特別展や企画展を実施するほか、これまで非公開となって
いた区指定文化財のレプリカを製作し、常設展示を実現しました。分館においても区民参加型展示を
実施するだけでなく、関連するパネル展示を永福図書館で出前型展示として実施しました。また、区
民、児童・生徒の学びの場となるよう、古文書講座や親子博物館教室等を実施しました。これにより
、年間を通じた観覧者数は、目標値を上回る31,007人となりました。
　区内所在の文化財については、表示板等の建て替えのほか、それらを活用したクイズラリーを実施
し、文化財の周知及び区民が区内所在の文化財に親しむ機会の充実を図りました。施策の成果
　このほか、令和6年度の「荻外荘」の一般公開に向けて、関係資料の調査を陽明文庫と共同で実施
しました。

今後の施策の方向性 現状維持
改

　杉並の地域に根差した歴史や文化を次世代に継承していくためには、歴史的・文化的資料の保存と善
活用を図りつつ、区民がこれらに親しむことができる場や機会を充実させるとともに、杉並の歴史・・
文化を区内外に発信し、区民の愛郷心を一層醸成していくことが重要です。見
　今後も、郷土博物館において区内外にアピールできる魅力ある特別展・企画展の実施や、世代を超直
えた区民の学びの場として古文書講座や親子博物館教室等を開催するほか、埋蔵文化財調査により出し
土した資料や区指定文化財等の公開など、区民が歴史・文化に親しむ機会を様々な形で提供していきの ます。また、令和6年12月から復原・整備を終えた荻外荘の一般公開が開始となりますが、引き続き今後の進め方方 陽明文庫と荻外荘関係資料の共同調査を進め、その成果を展示等に活かしていきます。向 　このほか、区が保有する歴史的・文化的資料を広く周知するため、資料のデジタルアーカイブ化の
検討を進めます。中

長
期

IP27PAD1



令和 6年度 杉並区施策評価シートⅡ（施策を構成する事務事業）
（　　　）0006328】【施策名称 次世代への歴史・文化の継承【施策 】 ※金額の単位は千円

実整 主行
理 令和 5年度 施策から見た要計事務事業名称 総事業費人件費

画 事番 事業費 事業の方向性
事 業号
業

○ 139,112現状維持文化財調査・保護 ○ 92,620 46,4921502

○ 80,493現状維持郷土博物館の運営管理 ○ 12,020 68,4732504

以下再掲事業分の評価表3

公園等の整備4413

5
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104,640114,965219,605合計

施策を構成する

事務事業に関する特記事項

IP27PAD3



令和 6年度杉並区施策評価シートⅠ
（　　　）00064

施策 29 誰もがスポーツに親しむことができる環境づくり

目標 08 文化を育み継承し、スポーツに親しむことのできるまち

施策担当課 スポーツ振興課 関係課

施策目標 ○障害の有無や年齢にかかわらず、すべての区民にとってスポーツ・運動がより身近になり、スポーツ・運動に
親しむ区民が増えています。
○スポーツ・運動に親しみ、楽しむことにより、健康であると感じている区民が増えています。
○障害者がスポーツ・運動に親しむことができる場と機会が充実しています。

活動指標 成果指標

ユニバーサルタイム開催回数 成人の週1回以上のスポーツ・運動の実施率指標名（１） 指標名（１）

区民意向調査による【区民②】算式・指標説明算式・指標説明

健康であると感じている区民の割合指標名（２）指標名（２）

区民意向調査による【区民②】算式・指標説明算式・指標説明

障害者スポーツ事業の参加者数指標名（３）指標名（３）
【行政】算式・指標説明算式・指標説明

指標名（４）指標名（４）

算式・指標説明算式・指標説明

指標名（５）

算式・指標説明

指標名（６）

算式・指標説明

令和 4年度 令和 5年度令和 3年度
区分 単位 目標年度目標値計画実績 実績計画 実績（目標値）

回活動指標（１） 1 0 2 2 14 13
活
活動指標（２） 2動

指 活動指標（３） 3
標

4活動指標（４）

％5成果指標（１） 54.8 62.0 56.4 62.0 58.3 65.0％ 令和12年度

％6成果指標（２） 90.0％84.5 86.0 83.5 86.0 83.6 令和12年度
成

人7 1,200人528 450 1,022 550 1,243成果指標（３） 令和12年度果
指 8成果指標（４）
標
成果指標（５） 9

10成果指標（６）

特記事項事業費 11 千円 1,112,4101,289,7841,227,8901,410,7081,302,744

施 人件費 12 千円 130,988 120,560 138,911 128,448 157,749

策 総事業費 13 千円 1,243,3981,410,3441,366,8011,539,1561,460,493
(11+12)

コ
国・都からの補助金等 14 千円 1,102 39,210 39,218 2,450 3,041

ス
総事業費伸び率 15 ％ 9.9 9.1 6.9ト （計画、実績の対前年度比）

人件費比率 16 ％ 10.5 8.5 10.2 8.3 10.8
（12÷13）

IP27PAD0



　新型コロナウイルス感染症は「5類感染症」に移行し、多くの事業がコロナ禍前の規模で実施され
るようになりましたが、「成人の週一回以上のスポーツ・運動の実施率」は、依然として目標値を下
回っています。
　「障害者スポーツの推進」については、ユニバーサルタイムの参加者がリピーターが多くなってい
ることから、新しい方に参加してもらうための効果的な周知方法等を研究する必要があります。また

課題・分析 、サポーターの養成や、指定管理者への一部委託など継続して事業を実施できる取組が必要です。

　「スポーツ・運動に親しむことができる場と機会の充実」については、施設の指定管理者や関係団
体と連携しながら、スポーツをする機会の少ない区民向けの教室・プログラム等を実施しました。
新型コロナウイルス感染症は「5類感染症」に移行したものの、コロナの影響でスポーツをやめてし
まい、まだコロナ以前のようにスポーツをしていない方がいると考えられ、「成人の週1回以上のス
ポーツ・運動の実施率」は58.3％、「健康であると感じている区民の割合」は83.6％となり、それぞ
れ成果指標の目標値62％、86％を下回りました。
　「障害者スポーツの推進」については、令和4年度に荻窪体育館で試行的に2回実施したユニバーサ
ルタイムを新たに上井草スポーツセンターで実施するとともに、回数も令和4年度よりも拡大して実施策の成果
施しました。ユニバーサルタイムは荻窪体育館9回、上井草スポーツセンター4回の全13回実施しまし
たが、これらの取組により、障害者スポーツの事業の参加者数は1,243人となり、成果指標の目標値5
50人を大きく上回りました。
　「体育施設の整備・充実」については、下高井戸おおぞら公園東側に整備するスポーツコートの付
帯施設となる管理棟について、令和5年4月に策定した「杉並区地球温暖化対策実行計画」との整合性
を図り、ＺＥＢ化をするための設計変更を行い実施設計を完了しました。

今後の施策の方向性 拡充
改

　「スポーツ・運動に親しむことができる場と機会の充実」については、魅力的なスポーツ教室を開善
催したり、学校施設を有効活用した事業を実施するなど、より多くの方々がスポーツ・運動に親しむ・
ことができる場と機会を充実していきます。見
　「障害者スポーツの推進」については、今後も障害者スポーツネットワークで意見を聴取しながら直
、ユニバーサルタイムを段階的に拡充していくとともに、施設のユニバーサルデザイン化を進めていし
きます。の 　「体育施設の整備・充実」については、下高井戸おおぞら公園内に多目的スポーツコート等の整備今後の進め方方 を行い、体育施設の充実を図るとともに、老朽化した設備についても計画的に修繕・改修を行ってい向 きます。
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長
期
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令和 6年度 杉並区施策評価シートⅡ（施策を構成する事務事業）
（　　　）0006429】【施策名称 誰もがスポーツに親しむことができる環境づくり【施策 】 ※金額の単位は千円

実整 主行
理 令和 5年度 施策から見た要計事務事業名称 総事業費人件費

画 事番 事業費 事業の方向性
事 業号
業

98,680生涯スポーツ振興事業 ○ 26,271 72,4091105

110,794公益財団法人杉並区スポーツ振興財団への助成 ○ 104,934 5,8602106

○ 20,807スポーツ推進計画 ○ 9,925 10,8823107

○ 1,200,457体育施設の維持管理 ○ 1,143,91356,5444108

○ 29,755下高井戸おおぞら公園スポーツコートの整備 ○ 17,701 12,0545109
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1,302,744157,7491,460,493合計

施策を構成する

事務事業に関する特記事項
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